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家 兎 に於 け る輸 卵 管 及 び 子 宮 上 皮 細 胞 内Golgi氏 裝 置 の 發 生 的 週 期 的及 び

妊 娠 的變 化に就 て　 (池 田 保)

輸卵管上皮細胞 のGolgi氏 裝置

幼弱な る家 兎に於ては裝置は小に して核 の上端 に近 く存在 し2-3の 小絲 よりなる.其 發育は甚だ 徐々な

るも春機發動期に至 れば稍 々著明 とな り,但 し裝 置の位置は變ぜ ざるを常とす.此 時期に細胞の基 底部に

2-3の 球形の粗 顆粒 を現出す.交 尾期に於 ては裝置は新に發育 を始め漸次細胞 の表面に向て蔓延す.細 胞

基底 部にある顆粒 も增數 し其1部 は漸次上方に昇る.一 般に顆粒の增 加する際には 先づ其中央部に球形の

不鍍銀性部が現 出 し漸次周圍の鍍銀部を壓迫 し之 を環状 の薄層 とな ら しむ.遂 に其1部 破裂 しC字 形 とな

り次で延長 し絲 状物 となるの後崩潰 し數 多の細顆粒 とな り次で 大顆粒に發育す.妊 娠第1週 に於ては裝置

は新に發育を始 め漸次細胞の表面に向て移 動す.同 時に主 として細胞基底 部にある顆粒 も崩潰 し細胞の上

部に向て 上昇す.妊 娠第2週 に至 れば裝置 の各絲 條は崩 潰 し短杆状或は顆粒 状の小片に分れ漸次鍍銀性を

失 ひ幽微 とな るも新に細胞の基底 より上昇す る顆 粒によつ て補は らる.

子 宮體部 上皮細胞のGolgi氏 裝置

幼弱の家兎に於ては裝置は細胞表面に近在す.其 絲 條は春機發動期に至れば長大 とな り增數 し帯状の叢

を形成す.交 尾期に於ても增 數す.妊 娠第1週 に於ては交尾期 と同状を示す も裝置は細胞表面の直下に位

す.妊 娠第2週 に於ては裝置は密毬 とな り,第3週 に至れば全裝置は短小杆或 は顆粒に分解 し次第に減少

す.

子宮腺細胞のGolgi氏 裝置

春機發動期に至れば其發育は特に著 明な り.交 尾期に於ては裝置は細胞體の上部に於て大な る疎毬を造

る,妊 娠第2週 の終 り頃よ り裝置は短小杆 状及び 顆粒状 の小片に崩潰 し其大部は漸次細胞髄の上部に集ま

る も第3週 に於 ては減少 し第4週 に至れば表面の直下にあ るものを除 き皆消失す.

子宮頸腺細胞 のGolgi氏 裝置

幼兎に於では裝置は核 の周圍或は 其上端に近 く存在 し微細顆粒状を呈す.春 機發動期に至 れば顆粒は核

の上側に於て縦に連 り細絲 とな り各絲 は互 に錯綜 し粗大 の網眼 を有す る叢を形成す.交 尾期に於ては裝置

は小なる密毬 とな り,妊 娠第2週 にては表面の直下にあ り.不 規 則の網 工 となつて顯 はる.
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「カ リウ ム」 「カ ル シ ウム 」 注射 に よ る血 管 壁 の變 化　 (田 中 達)

「カ リウム」「カルシウム」 兩「イオ ン」間の頡頑作用を家兎血管壁に於て研究 し次の結論 を得た り.

1)　KCl注 射に より血管壁は菲薄平坦 とな り斷 面は著 しく其長徑を增す.

2)　 反之CaCl2注 射によ り肥厚 し圓形の斷面を示す.

3)　 兩鹽類に より筋纎維最 も影響 せらる.彈 力纎維造 膠質纎維 に於ては殆 ど變化を見ず.

4)　 平滑筋細胞に對する兩鹽類の作用は全く相反 しKClに より細長, CaCl2に よ り短縮肥厚す.

5)　 蓋 し是れKClは 細胞膜を粗〓 なら しめ鹽類の細胞體内侵 入を助け膠質 を強 く變化せ しめ爲に細飽の

麻痺を來 し收縮力を失 ひ細長 と爲 さしむ. CaCl2は 之に 反 し細胞膜を緻密 とな し鹽類の侵入を防 ぐ故 に筋細

胞は牧縮 力を失 ほず寧 ろ其刺戟によ り短縮肥厚す.

6)　筋細胞核の形態はKClに よ り杆状 とな りCaCl2に よ り圓形 とな るも是れ蓋 し細胞變形 に伴 ふ髓伴 現

象な り.

「コ レス テ リン」及 び 「レチ チ ン」の鳥 類 卵 細 胞Golgi氏 裝 置 及 び

「ミ トコン ドリエ ン」に及 ぼす 影響 に 就 て　 (池 田 保)

加温溶解せ しめたる 「ラノ リン」或は約20%の 割に蒸餾 水に混じた る 「レチチン」を孵化後1-3箇 月の

家鶏に毎 日或は隔 日に1囘 宛注射 し1週 間乃至30日 後に動物を殺 し。卵巣を摘出 し卵細胞Golgi氏 裝置及

び「ミトコンドリエ ン」の變化を檢ぜ り.裝 置の探檢にはCajal氏 鍍銀法を行ひ「ミトコ ンドリエ ン」の研究

には「フオルマ リン」固定「ヤー ヌス」綠染色 を施せ り.

「ラノ リン」注射の場 合には第1期 の卵 細胞に於て裝置速に著大 とな り第2期 の如 く絲毬 状の構造 を顯せ

るもの稀ならず.第2型 の場合に も第1型 の如 き著明の發育をなせ るもの多 し.約20囘 の注射を施 した る

ものに於て裝 置は最著明に發育 し遙に正常大を凌 駕 し時に全細胞 丙を殆 ど充填す る密毬を形成せる ことあ

り.但 し卵細胞は裝置 と併行に發 育せざるが故に裝置が 既に第5期 の状を示せ る際に も細胞は第2期 或は

第3期 の大 さを有せ るもの多 し.既 に第2期 以後に達 したる卵細胞 のGolgi氏 裝置は 注射 のた め比較的著

明の變化を示 さざるが如 し.又20囘 以上の注射 を施す時は裝置の發育 却て 不良 とな るを見 る.

「レチチ ン」注射の場 合には第1期 のGolgi氏 裝 置は第2期 の状を示 さず して直ちに第3期 の状に移 り分

解機轉によりて生じた る小片 も僅少 な り.

「ミトコン ドリエ ン」はGolgi氏 裝置に反 し「ラノ リン」注射に由て幽微 とな り「レチチ ン」注射 に由て增 量

す るを見る.

之を要するに「ラ ノリン」注射に由て 身體 中の「コ レステ リン」量を增加 せ しむ る時は細胞のGolgi氏 裝置

は發育を促 され「ミトコンドリエ ン」は反て發育を妨 害せらる.之 に反 し「レチチ ン」注射は甲の發育 を妨 げ

乙の發育 を催進す.

之を以て觀ればGolgi氏 裝置の類脂肪質は 主と して「コ レステ リン」よりな り「ミトコン ドリエ ン」のもの

は主と して「レチチ ン」よりな るものの如 く思は る.而 して兩者 とも卵黄 の形成に關與するが故に卵黄中の

「コレステ リン」は主 と してGolgi氏 裝置 より,又 「レチチ ン」は殊に 「ミトコ ンドリエ ン」よ り由來す るもの

の如 し.
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十 二指 腸 蟲 病 患 者 の 血 液 像 殊 に 血 小 板 及 び 綱 状赤 血 球 に就 て

附,血 球 沈 降 速 度　 (綱 島義 人)

余は曩に十 二指腸蟲 病患 者の甲状腺機 能の亢進 あることを知 り,次 で又甲状腺機能如何が末梢 血管中の

血小板數に及ぼ す影響 のあ ることも亦既に報告 せ し所に して,之 等の事實を併せ考ふれば本病患者血小板

に も幾何かの變化 あるべ きは容易に想像 し得らるる所に して即ち合併症な き本病患者24例 に就 き,内9例

に於ては驅蟲後 貧血の恢復時に,も之が算 定を行 ひ一定 の緒果に到達 し得た り.即 ち

1)　 正常健康人10例 の血小板數はFonio氏 法にて測定せ しに26乃 至30萬 な り.

2)　 十 二指腸蟲病患者の血 小板數は正常 健康人の夫れが上界及び夫れ以上にて平均36萬1千 を示 し,貧

血の程度と平行ぜず.,而 して驅蟲 後貧血の恢復せ ざるに先 だち 正常値 に復す るものの如 し.

3)　 爾餘の血液所見 即ち 血色素,赤 血球,白 血球等に關 しては先人の業績 の範圍 内にて特記すべきこと

な く,網 状赤血球 も亦正常或は輕度の增 加を示せ り.

尚ほ例數の少なきを以て今遽に斷 ぜられ ざるも,驅 蟲後還元鐵 及びHepatoseを 使 用せ しに前者に於ては

用 量の如何を問はず網 状赤血球の著明なる增 加あるに拘 らず 後者にては用量 の少な き憾 あるも該 赤血球の

顯 著なる增加 な く,本 症貧 血に於ではHepatoseは 還元鐵に及ぼざるが如 し.

4)　 血球沈降速度は增 進 し貧血の程度に概ね 一致す るものの如 し.

門脉 及び 肝 静 脉 の 微 細 構 造 の比 較 研 究(三 宅 正雄)

人體の門脉 及び肝 静脉の構 造は 其内膜 中膜外膜の部分 的には 既に成書に記載せら るるも 其精細 なる一般

構 造に關 しては記載あ るを見ず.故 に余は 種々の年齢の死體30例 よ り得た る材料に より其構造を研究比較

し併て其生理 的意義を考察附加せ り.

血管壁 各層の比較.内 膜.門 脉幹に於ては稍 々發育 せる も肝 内門脉 枝にては其發育甚だ 弱 し.反 之肝 靜

脉にては甚だ よ く發育せ り,内 膜肥厚 は門脉幹及び肝靜脉には存在せ るも肝 内門脉枝 には存 在せず.彈 力

組織は門脉幹に ては よ く發育 し彈 力膜又は厚 き繊維網を形成す.然 れ共肝内門脉 枝及び肝 靜脉にては其發

育甚だ 幽微に して細 き繊維網 と して存在す.中 膜 は門脉幹 及び肝外門脉枝には よく發育せる も肝 内門脉枝

にては 其發育 微弱に して瓶管の細小 となるに從ひ益 々微弱 とな る.肝 靜脉にては1-1.5mm大 の ものには

中膜存在せ る事あるも一般 には缺乏す.外 膜は 中膜 と同 じく門脉幹にては よく發育 せるも肝内門脉枝にて

は 發育 甚だ弱 く血管の細小 となるに從ひ益 々菲薄となる.反 之肝 靜脉 にては外膜の發育は他の靜脉に比 し

甚 だ強 し.

生理的意義.靜 脉 血の心臟内還 流は心臟 の吸 引力及び呼吸に よる胸 内壓力の變 動及び血管壁機能に よる

事は明かな り.而 して吸氣に際 しては頭 部上肢の 靜脉及び肝靜脉の血液は胸内に流入 し下腹 部の靜脉及び

門脉に鬱 血起 る.反 之呼氣に際 しては頭部上肢 の靜脉に鬱 血起 り下腹 部及び門脉の靜脉 血は胸内に流入す.

「此際門脉は其中樞端に肝臟の存在せる爲め直接 に心臟 の吸引 を蒙 らず.今 靜脉血還流 と前陳の靜脉壁の構

造 を考察するに吸 氣の際には肝靜脉 の最 もよく發育せる外膜 の縦 走筋は收縮 して血液を排出 し 心内流入を

助 く.門 脉幹の よく發育せ る環状筋層及び彈力組織は吸 氣の際に起 る鬱 血に備へ血管の擴張を防 ぎ肝内門

脉枝を經て肝靜脉に血液を送入せん とする ものならん.
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「ビ リル ビ ン」形 成 部位 竝 に 其臨 牀 的 意義 に就 て　 (榊 原 亨)

著 者は 溶血血液を以て正常なる又は其網 状内被 細胞 を比較的完全封 鎖を施せ る犬脾及び肝,更 に星 芒細

胞 を障害せる犬肝竝に手術 剔出直後 の入脾(副 脾1,徽 毒脾1, Banti氏 病脾5,溶 血性 黄疸脾3,菌 性脾

腫2)其 他犬腎,肺,心 臟の諸臟器を還流 し其「ビ リルビン」産 出の有無竝に性状を檢 した り.而 して之が臨

牀的觀察 と併せて次の如 き結論を得た り.

1.　 全身又脾及び肝の網状内被細胞竝に星芒細胞は間接反應のみ を示す「ビ リルビ ン」を形成す.

2.　 肝實質細胞は「ビ リル ビン」を形成せず.

3.　 肝實質 細胞は一般網状内被細胞肝星芒細胞によ り形成せ られた る間接反應のみを示 す「ビ リル ビン」

を直接反應を も示す ものに轉換す.

4.　 溶面性 黄疸脾は正常 又は他の 病的人脾に於けるよ りも「ビ リルビ ン」形成強 し.

5.　 溶愈性黄疸に一般性 と局所性の2種 あ り.局 所性溶血性 黄疸は或 局限 された る1部 の網状内被細胞

例へば脾の機能變化に歸すべ く,其 脾に局限せ られた る場合の局所性黄疽脾は正常 又は他 の病的脾 よ りも

「ビリルビン」形成強 し.然 るに一般性 溶血性黄疸は一般網状内被細胞の機能變化 によ り生ず.

6. 局所 性脾性溶血性黄疸は脾剔出に より治癒容易なれ ども一般性溶血性黄疸は脾剔出によ り治癒 困難

なり.

「フロ リチ ン」糖 尿 に 對す る膽汁 酸 の影 響 に就 て　 (關 藤 忠 雄)

Mering氏 の「フロリチ ン」糖尿發見以來之が原因に就て多 くの研究あ り. Minkoweki, N. Zuntz等 は腎臟

が糖に封 して異常の滲透 性を有す る爲な りとせ り.此 處に生ずる糖は糖 原體 の糖成分のみ よりなるにあ ら

ず して,1部 は含水炭素殊にGlykogen, 1部 は蛋 白質代謝分解 物に よ り作 らる.又 「フロ リチン」動物の肝

臟に於てはGlykogenは 殆 ど消失 し強度の脂肪沈着あ り.膽汁酸 は含水炭素新陳 代謝に於て「ア ドレナ リン」

を調節す る作用を有 し, Glykoganを 貯藏す る意味に於て「ア ドレナ リン」と拮 抗性に働 くものな り. Abelin

等は「ア ドレナ リン」は過血糖,糖 尿 を惹起 し,肝 臟のGlykogenを 消費す るもGlykogenの 新生を邪 げず,

却て此沈着を良 好なら しむる如 しと云ヘ り. Grube氏 は 「フロリチ ン」に よりてGlykogenの 新生は邪 げら

れざれ ども同時に強 き加水分解 が起 る爲に,此 新生 が被は るな りと主張せ り.膽 汁酸 を興ふ れば筋肉,肝

臟のGlykogenは增 加す.上 記の考の下に余は膽汁酸が「フロリチ ソ」に對 しGlykogenの 成生 を良 好なら し

め,爲 に糖尿の減少を惹起 し,又 他 に於て含水炭素新陳 代謝に際 して「フロ リチ ン」と如河 なる關係を有す

るかを考 究す るため 「フロリチ ン」動物に於て膽 汁酸, Glykogen bildung及 び糖 排泄に對す る影響を研究せ

り.實 驗にょれば1)「 アロリチ ン」に より惹起 さるる血糖減少は膽汁酸に より殆 ど影響 な し. 2)「 フロ リ

チン」に より起る糖尿は膽汁酸 を與ふ る事に より甚だ しく減少す. 3)膽 汁酸 を與ふ る事に よ り「フロリチ

ン」家兎は肝臟及び筋肉のGlykogenの增 加を來す.之 等の 事に より膽汁酸は「フロ リチ ン」と拮抗性 に働 き

此拮抗性作用はGrube氏 の云 ふが如 くんば 「フロ リチ ン」によ り障碍 されざる肝臟 及び筋肉 の合成作用が

Phosphateseの 意味に於て促進 さる事に基 く如 し.尚ほ 膽汁酸 によ りて「フロリチ ン」糖尿の減少す るは,體

内に於けるGlykogen成 生の增 加に基 くものな る可 し.
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汗 腺 内 の「フク シ ン」顆粒 に 就 き て　 第1囘 報 告　 (荒 田 一郎)

皮膚 切片を 「カルボールフクシ ン」にて染 色 し1%の 鹽酸 「アルコール」にて脱色すれば汗腺内に紫紅色

に染 りたる美麗 なる顆粒の存在す るを認む.こ の顆粒はe-腺 に特有に してa-腺 には詔む ること能はず.更

にa-腺 の存在す る場所のe-腺 にも之を詔 むること能はず.之 よ りして著者は人體の一定の箇所にはa-腺 及

びe-腺 の外に 尚ほ1種 の腺 の存在す るを主張せ り.

上 皮 様 組 織 球(濱 崎)に 就 て　 第1篇　 肋 膜 上 皮 樣 細 胞 の 研 究　 (早 川 政 俊)

動物肋膜は人體の夫れと稍 々異 るが,こ の内Hohlvenengekrose, Mesopericardiale Falte,心 嚢下縱隔肋

膜に於て,大 網 乳斑 と本質的に差異なき乳 白色に溷濁せ る斑點を有す.故 に大網乳斑に 比 して この斑點は

肋 膜乳斑 と呼ばれて至當な るベ し.こ の肋膜乳斑に上皮樣の細胞を發見 す.即 ち 上皮間に介在 し多角彩を

呈 し,黏 合質線 を備ふ るも,核 は 上皮細胞 より濃染 し,淋 巴球 よ り淡染 し,「クロマチ ン」絲は太 く,「クロ

マチ ン」結節は著明なれ ども,核 小體は著明ならず.又 原形質は稍々basophilに て,銀 に對する親 和性強 く

鍍銀標 本に於ては淡褐色を呈 す.即 ち大網乳斑に於て濱崎氏によ りて始 めて記載せ られた る上皮樣組織球

に同じ.若 し「カル ミン」浮游液の微量を胸腔に注入 し1時 間後鍍銀を行 ひ伸展標本と して檢 すれば,こ の

上皮樣細胞は著明に「カル ミン」顆粒を貪喰 し,上 皮細胞 は貪喰せ ず.垂 直斷切片に於ては この上皮樣細胞

は上皮細胞間に「レンズ」形 をな して介在す.時 には上皮細胞直 下の組織球性細胞 が「カル ミン」顆粒を取 り

て其原形質 突起 を上皮細胞間に突出せるものあ り.靜 脉 内「カル ミン」注射に際 しては,乳 斑深部の組織球

性細胞は強 く「カル ミン」色素 を攝取す るが,表 面にある上皮樣細胞は弱陽性或は蔭性 のことあり.然 れ ど

もこの故に本細胞は組 織球 にあらずとは云 ひ得ず.何 となれば之等は深部の ものに比 して血液の灌流不十

分に して從つて「カル ミン」の 到達不充分なればな り.時 に胸腔 に突出せ る度強 きもの程陰性の度 強きこと

は この推測を裏 書す る ものな り.尚 ほ「リチオンカル ミン」を胸腔 内に注入す るも明かに上皮樣細胞は色素

を攝取す.更 に豫め作 りたる「カル ミン」細胞を胸腔内に注入 し,24時 間後に檢ずれ ば或 るものは上皮細胞

樣に上皮細胞 間に存 し,或 るものは此處 より深部に突起 を出 し,或 る ものは深部に入 りて網状に突起を出

して存す.之 等 の事實 より次の結論を得ベ し.肋 膜 にも乳斑が存在 し此處に上皮樣組織球あ り.こ れは乳

斑深部の組織球性細胞が胸腔に遊出するに際 し,或 は一旦遊 出 したる組織球が再び乳斑に歸還す るに際 し

て生ず る組織像に して,其 特殊なる位置の 關係上血管内注入色素の攝取弱陽 性乃至陰性な りと.

上 皮 樣 組 織 球(濱 崎)に 就 て　 第2篇　 肺 胞 壁 立 上 皮 樣 細 胞 の研 究　 (早 川 政 俊)

肺胞壁立有核細胞は何れ も鍍銀に際し黏 合質線を現はす も,之 に2種 を區別す ることを得.こ の區別は

Hamatoxylin單 染色 に於て も認 めらるる所 なるが局所生體染色 を施せば一層明瞭な り.即 ち1は 色素攝取

陽 性に して 他は 陰性な り.陰 性な るものは 核は圓形或は卵圓形 に して 細胞體の中心部に存 し, Chromatin

質比較的豐富な るも而 もChromatin網,核 小體の像 明瞭な らず,原 形質は染色液に封 し着染度少 く非薄透

徹の感あ り.色 素攝取陽性細胞は核は卵圓形或は 腎臟形に して, Chromatin絲 は太 く, Chromatin網 著明な

る も核 小體の明瞭なる ものな し.核 は多 くは細胞體の1側 に偏 在す.原 形質はamphophil或 はbasophilに
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して細顆粒状を呈する事多く,鍍銀に際して淡褐色を呈す.肺 胞壁立有核細胞は總べて從來の文獻によれ

ば靜脉 内色素注入生體染色に於ては色素攝取 陰性 な りと云ふ.本 細胞 に由來す る肺胞腔 内大 單核細胞を或

は組織球 性とな し或は上皮性 となす ものあるは實に此點に基 く.然 るに予の實驗によれば 靜脉 内生體染色

に於ても明かに 本細胞 は色素攝取陽性な り.只 其 位置の關係上弱陽性の事あるのみ.此關 係は全 く大網乳

斑(濱 崎 氏)及 び肋膜乳斑(本 篇第1篇)に 於ける上皮様組織球 と其態度を等 しくす.「 カル ミン」攝取細胞

を氣管内に注入せる試 驗に於て も,「 カル ミン」細胞は或は肺胞 壁立の状態に上皮細 胞 様に存 し,或 は中隔

内に進入す.之 に由れば肺胞 中隔 内組織球 性細胞 が刺戟に應 じ肺胞腔 内に遊 出 し,或 は一旦 肺胞腔 内に遊

出せ る細 胞が肺組織に進入す るに際 し上皮様細胞 と して見ゆる ものに して,從 つて 本細胞は濱崎氏 の提唱

せ るが如 く上皮様組織球と して包括 さるべ き もの なるべ く,肺 胞腔内大單核細胞は從つて組織球性な り.

細 菌 沈降 素及 び過 敏 性 抗體 の分 離 竝 抗 體 一 元説 に 就 て　 (白 玖 壽 雄)

免疫血清と して高價なる抗大腸菌 家兎血清を選 び,抗 原と して大腸菌體,大 腸菌乾燥粉末及び 大腸菌抽

出液等を使用 し,結合物を蒸餾水「メヂウム」中にて56℃30分 間 作用せ しめ,細 菌沈降素の分離試驗を行ひ,

同時に細菌沈降素の結 合,分 離時に於ける他種 抗體の態度を吟味 し更に進みて分離 沈降素を以て海〓に被

働 性過敏症を惹起せ しめ,且 沈降素量と感 作能力 との關係を研究せ り.沈 降反應は從來慣用のUhlenhuth

氏法の外主と して抗體稀釋法 を行へ り.補 體結合反應亦同 じ.實 驗成績 次の如 し.

1.　 細菌性沈降素は細菌體,細 菌乾燥粉末或 は細菌抽 出液 と免疫體 との結 合よ りなれる沈渣 よ り蒸餾水

「メヂ ウム」中にて分離 し得(分 離度1/28-1/5).

2.　 細菌沈降素と同時に凝集素.溶 菌素及び補體結舎性抗體 も同一比例に結合且分 離せ らる.

3.　 抗體分離に當 り使用する抗原量は分離度 に對 し著 しき影響を興ふ.

4.　 分離抗體中には抗原の1部 移 行せ り.而 して「メヂウム」に澱粉液を利 用せは 蒸餾水に比 し抗 原移行

量を半 減 し得.

5.　 沈降素分離に於け る「メヂ ウム」量は結合に用ひたる免疫 血淸 と同量を最適とす.

6.　 分離 沈降素中の窒素 量は血清に比 し1/10-1/20に して,主 と して免疫血淸 に由來 し分 離液の 抗原含

量に比例す.

7.　 分離沈降素を以て海〓に定型的被働性過 敏症を起 さ しめ得た り.即 ち過 敏性 抗體 も亦同時に分離 し

得た り.

8.　 沈降素價及び結 合帶を基準と し被働性過敏症を實驗す るに沈降素價と感 作能 力とは全 く平行 し,且

過 敏症の強度 は感作 海〓血清の沈降素價に比例 し, Shock死 後消失す.

9.　 敍上の事實は各種抗體の全 く同一物質なるを有力に證明する ものな り.

種々なる「イオネン」及び直電流の神經細胞殊に其Nissl氏 小體に

及ぼす影響に就て(秋 山成六)

從來表題に關する記載は極めて蓼々たるものにして剩へ現今ニ氏小體の本態及び其機能的意義に關して

は猶定説なし.茲に於て著者は神經細飽に一定時間鹽類及び電流を作用せしめ其組織的變化を檢索したり.
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實 驗 方法

家 兎 を 使用 し1側 のGanglion nodosumを 露 出 し其 上下 に 不分 極 導 子 を貼 し108 Volt 3-5 M. A.の 直

流 を2時 間通 ず.此 際絶 えず 中性 鹽 溶 液(體 液 と等 張 の もの)を 滴下 す.對 照 と して は 他 側G. nodosumを

單 に40-50℃ に 温 め た る 同 液 に浴 せ しむ.術 後 之 等 を ニ氏 染 色 法 に て 檢 す.

結 論

1)　 直 電流 は神 經 細 胞 に 及 ぼ す 鹽 類 の 作 用 を促 進ぜ しむ.

2)　 K., Na., Li.及 びNH.4は神 經 細 胞 を 膨 大 せ しめ 竝 にTigrolyseを 起 さ しむ.

3)　 Erdalkalikationenは神 經細 胞 を萎 縮 せ しめ ニ氏 小 體 を大 な る顆 粒 に 凝 集 せ しむ.

4)　 重 金屬 鹽 類 のKationenは神 經 細 胞 の變 形 及 び ニ氏 小體 の凝 固, Neuroplasmaの 溷 濁 を 來 さ しむ.

5)　 一 般にAnionenは神 經 細 胞 の 膨 大 及 びTigrolyseを 促 進せ しむ.

一 般 に神 經 細 胞 を膨 大せ しむ るAnionenと 反 對 にKationenが 細 胞 體 「コ ロイ ド」 を凝 固せ しむ るは

Kationenの 電 荷 が 「コ ロ イ ド」の 夫 れ と反 對 な るに 起 因 す.然 れ ど もKationenは 多 少 の水 層 を被 れ るが 故

に 其 結 果 と して 殊にK.及 びNH.4の場 合に は 細 胞 を 著 し く膨 大 せ しむ る もの な り.
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